
平
成
20
年
第
１
回
（
３
月
）
定
例
会
で

は
、市
長
か
ら
提
案
さ
れ
た
諮
問
、同
意
案
、

条
例
案
等
37
件
、
新
年
度
予
算
案
を
含
む

予
算
案
41
件
、
委
員
会
提
出
議
案
１
件
と

議
員
提
出
議
案
１
件
の
計
80
件
の
議
案
が

上
程
さ
れ
ま
し
た
。

定
例
会
初
日
に
は
、
80
議
案
が
上
程
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
諮
問
２
件
、
同
意
案

１
件
及
び
委
員
会
提
出
議
案
１
件
は
初
日

に
審
議
し
、
そ
れ
ぞ
れ
可
決
し
ま
し
た
。

ま
た
、
新
年
度
予
算
案
を
除
く
そ
の
他

の
議
案
と
議
員
提
出
議
案
を
所
管
の
常
任

委
員
会
に
付
託
し
、
各
常
任
委
員
会
で
の

審
査
を
行
い
ま
し
た
。

定
例
会
２
日
目
に
は
、
各
常
任
委
員
会

に
付
託
さ
れ
た
案
件
に
つ
い
て
、
各
委
員

長
の
報
告
・
討
論
・
採
決
を
行
い
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
す
べ
て
提
案
ど
お
り
可

決
し
ま
し
た
。
ま
た
、
議
員
提
出
議
案
１

件
を
提
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

新
年
度
予
算
案
は
、
平
成
19
年
度
予
算

に
比
べ
１
・
３
％
の
増
と
な
る
も
の
で
す
。

そ
の
主
な
要
因
は
、
民
生
費
の
13
・
２
％

の
増
な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。
新
年
度
予

算
案
に
つ
い
て
は
、
定
例
会
初
日
に
設
置

さ
れ
た
予
算
特
別
委
員
会
に
付
託
し
、
９

日
間
に
お
よ
ぶ
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

定
例
会
最
終
日
に
は
、
新
年
度
予
算
案

に
つ
い
て
、
予
算
特
別
委
員
長
の
報
告
、
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平
成
20
年
度
一
般
会
計
予
算
６
６
０
億
８
２
０
０
万
円

と
も
に
育
み
、
人
が
輝
く
ま
ち
へ
「
選
択
」
と
「
集
中
」
に
よ
る
事
業
実
施

平成20年
第1回定例会

■重点施策
「人が集い、むすびつき、輝くまち」
「安全・安心な暮らしが確保され、快適に暮らせるまち」を目指して
「県央の交通拠点性を活かしたまち」

・個の力が発揮でき、人の力で発展していくまち　―人づくり―

・安全で安心な暮らしを地域で支えあうまち　―安心づくり―

・環境と調和した生活しやすいまち　―快適づくり―

・交流が盛んなにぎわいのあるまち　―活力づくり―

・新たな発想を活かした自立と協働のまち ―自立のまちづくり―

平成20年度予算の概要

市　　　税 
47.6% 

31,430,589

一般財源 
72.4% 

47,824,653

特定財源 
27.6% 

18,257,347

使用料及び手数料　1.7% 
　1,112,634 
 
寄附金　0.0% 
　2,030 
 
財産収入　0.0% 
　970

地方交付税 
11.9% 

7,860,000

地方譲与税 
1.2% 

808,000

県　支　出　金 
0.9% 

610,000 
 

繰　入　金 
0.8% 

521,409 
 

自動車取得税 
 交 付 金 
0.7％ 

457,000 
 

そ　の　他 
1.9% 

1,202,208

地方消費税交付金 
2.5% 

1,626,000

財産収入 
2.5% 

1,689,447

国庫支出金 
7.4% 

4,878,091

市　　　債 
7.3% 

4,819,200

総　額 

100.0％ 

66,082,000

県支出金　4.3% 
2,857,579

諸　収　入　2.6% 
1,750,485

繰　入　金　2.6% 
1,709,979

分担金及び負担金　1.7% 
1,126,379

市債　2.4% 
1,620,000

歳入予算款別構成図 
（単位：千円） 



討
論
、
採
決
を
行
い
、
す
べ
て
提
案
ど
お

り
可
決
し
ま
し
た
。

●
一
般
会
計
予
算

▽
委
員
か
ら
の
主
な
意
見
・
要
望

・
農
業
を
魅
力
あ
る
も
の
に
す
る
た
め
、

付
加
価
値
の
あ
る
特
産
品
の
安
定
供
給

に
向
け
た
総
合
的
な
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
た
だ
き
た
い
。

・
予
算
の
執
行
に
当
た
っ
て
は
、
行
財
政

改
革
を
行
う
必
要
が
あ
る
一
方
で
、
新

市
建
設
計
画
や
第
四
次
総
合
計
画
の
実

施
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
計

画
が
着
実
に
実
行
で
き
る
財
政
運
営
に

努
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

・
市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
具
体
的
方

策
を
。

・
地
域
住
民
自
治
組
織
の
構
築
を
。

・
ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
よ
る
通
学
に
対
す
る

補
助
の
公
平
性
の
確
保
を
。

▽
委
員
会
で
の
反
対
討
論

大
企
業
に
対
す
る
支
援
は
あ
る
が
、
扶

助
費
で
は
市
独
自
の
施
策
に
よ
る
予
算
が

見
受
け
ら
れ
な
い
。

▽
委
員
会
で
の
賛
成
討
論

本
予
算
案
で
は
、
道
州
制
の
州
都
の
誘

致
を
視
野
に
入
れ
た
都
市
拠
点
整
備
の
兆

し
が
見
え
、
非
常
に
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た

予
算
と
な
っ
て
い
る
。

▽
委
員
会
の
審
査
結
果

採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
に
よ
り
可
決

《
予
算
特
別
委
員
会
の
審
査
概
要
》
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平成20年第1回定例会　議決状況

民　生　費 
26.4% 

17,439,240

労　働　費 
0.4% 

259,424

議　会　費 
0.6% 

410,202

諸支出金 
0.7% 

447,606

商　工　費 
2.5% 

1,623,034

農林水産業費 
3.6% 

2,414,658

消　防　費 
4.1% 

2,683,221

公　債　費 
17.8% 

11,747,198

土　木　費 
17.0% 

11,230,605

総　務　費 
10.7% 

7,061,899

教　育　費 
10.2% 

6,772,050

衛　生　費 
5.7% 

3,771,060

総　額 

100.0％ 

66,082,000

災害復旧費　0.2%　161,803 
予　備　費　0.1%　 60,000

歳出予算款別構成図（単位：千円） 

歳出予算性質別構成図（単位：千円） 

総　額 

100.0％ 

66,082,000

義務的経費 
49.7% 

32,857,831

予　備　費 
0.1% 
60,000

人　件　費 
20.4% 

13,506,881

公　債　費 
17.8% 

11,747,198

扶　助　費 
11.5% 

7,603,752

普通建設事業費 
16.6% 

10,946,638

災害復旧事業費 
0.2% 

161,803

繰　出　金 
8.2% 

5,420,325

物　件　費 
13.2% 

8,679,463

補助費等 
7.6% 

5,035,562

維持補修費 
2.5% 

1,665,882

貸　付　金 
1.6% 

1,080,754

投資及び出資金 
積　立　金 
0.3% 

173,742

その他の行政経費 
予　備　費 
23.4% 

15,440,907

投資的経費 
16.8% 

11,108,441

投融資関係経費 
10.1% 

6,674,821



す
べ
き
も
の
と
決
し
た
。

●
特
別
会
計
・
企
業
会
計
予
算

▽
委
員
か
ら
の
主
な
意
見
・
要
望

・
西
条
中
心
市
街
地
で
の
雨
水
対
策
事
業

に
お
け
る
最
良
の
工
法
の
選
択
を
。

▽
委
員
会
の
審
査
結
果

採
決
の
結
果
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
・
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
・
老
人

保
健
特
別
会
計
・
介
護
保
険
特
別
会
計
に

つ
い
て
は
賛
成
多
数
を
も
っ
て
、
そ
の
他

の
会
計
に
つ
い
て
は
、
全
会
一
致
を
も
っ

て
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
た
。

●
一
般
会
計
予
算

▼
反
対
討
論

企
業
立
地
に
対
す
る
助
成
よ
り
も
福
祉

の
増
進
に
力
を
入
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
市

民
の
負
託
に
こ
た
え
ら
れ
る
予
算
に
な
っ

て
い
な
い
。

▼
賛
成
討
論

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
、
予
算
額
が

前
年
度
比
１
・
３
％
増
と
な
っ
て
お
り
、

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
予
算
を
組
ん
で
い

る
。

●
特
別
会
計
予
算

▼
反
対
討
論

乳
幼
児
医
療
費
の
窓
口
負
担
を
な
く
す

べ
き
で
あ
る
。
短
期
被
保
険
者
証
や
資
格

証
明
書
の
発
行
を
や
め
る
べ
き
で
あ
る
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で
は
、
き
ち
ん
と

し
た
診
察
を
し
て
も
ら
え
な
い
。
介
護
保

険
施
設
な
ど
の
民
営
化
は
許
す
こ
と
が
で

き
な
い
。

▼
賛
成
討
論

医
療
や
介
護
の
方
向
性
を
見
直
す
時
期

に
来
て
い
る
が
、
特
に
終
末
期
医
療
に
お

い
て
は
、
病
院
で
死
ぬ
よ
り
も
家
族
に
見

守
ら
れ
て
死
を
迎
え
る
方
が
人
間
と
し
て

幸
せ
で
あ
る
と
考
え
る
。
こ
の
予
算
は
、

そ
の
方
向
性
を
実
現
す
る
べ
く
編
成
さ
れ

た
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

《
新
年
度
予
算
に
つ
い
て

本
会
議
で
行
わ
れ
た
討
論
》
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給水戸数 

年間総配水量 

一日平均配水量 

収益的収入 

収益的支出 

資本的収入 

資本的支出 

平成20年度当初業務予定量・予算額 

65,510戸 

17,971,500裙 

49,237裙 

43億5,080万7千円 

43億8,583万5千円 

16億9,456万7千円 

28億6,878万5千円 

平成19年度当初業務予定量・予算額 

63,910戸 

17,139,000裙 

46,956裙 

43億3,732万9千円 

44億 186万3千円 

8億1,911万1千円 

19億2,474万2千円 

区　　分 

■水道事業会計 

一般会計 

特
　
　
別
　
　
会
　
　
計 

合　　　計 

住宅新築資金等貸付事業 

公共下水道事業 

東広島中核工業団地汚水処理施設事業 

原地区工業団地汚水処理施設事業 

志和流通団地汚水処理施設事業 

黒瀬地区工業団地汚水処理施設事業 

河内臨空団地汚水処理施設事業 

農業集落排水事業 

東広島駅前土地区画整理事業 

ひがしひろしま墓園管理事業 

特定地域生活排水処理事業 

安芸津港湾事業 

国民健康保険 

後期高齢者医療 

老人保健 

介護保険 

財産区（管理会） 

計 

平成20年度当初予算額 

660億8,200万円 

1,149万3千円 

79億3,813万9千円 

1,735万2千円 

1,835万3千円 

1,124万4千円 

720万2千円 

3,142万4千円 

2億9,436万8千円 

－ 

2,283万4千円 

1,171万2千円 

1,285万円 

157億460万9千円 

13億9,048万7千円 

13億7,080万3千円 

110億5,898万7千円 

1,048万1千円 
（10管理会） 

379億1,233万8千円 

1,039億9,433万8千円 

平成19年度当初予算額 

652億2,600万円 

1,399万2千円 

61億4,676万9千円 

1,964万4千円 

407万2千円 

1,128万8千円 

621万円 

3,793万5千円 

5億5,637万3千円 

4億1,616万円 

3,439万9千円 

1,171万8千円 

991万円 

144億5,360万7千円 

－ 

149億1,739万円 

101億2,120万8千円 

856万5千円 
（10管理会） 

467億6,924万円 

1,119億9,524万円 

区　　　　分 



【
総
務
委
員
会
付
託
案
件
】

●
竹
原
広
域
行
政
組
合
の
共
同
処
理
す
る

事
務
及
び
組
合
規
約
の
変
更

竹
原
広
域
行
政
組
合
に
お
い
て
共
同

処
理
す
る
事
務
の
う
ち
、
保
健
指
導
船

の
設
置
、
管
理
及
び
運
営
に
関
す
る
事

務
、
消
防
に
関
す
る
事
務
並
び
に
液
化

石
油
ガ
ス
、
高
圧
ガ
ス
及
び
火
薬
類
に

関
す
る
事
務
を
廃
止
す
る
も
の
。ま
た
、

同
組
合
規
約
の
変
更
を
行
う
も
の
。

●
竹
原
広
域
行
政
組
合
に
お
い
て
共
同
処

理
す
る
事
務
の
変
更
に
伴
う
財
産
処
分

竹
原
広
域
行
政
組
合
に
お
い
て
共
同

処
理
す
る
事
務
の
変
更
に
伴
い
、
同
組

合
の
消
防
事
務
に
関
す
る
財
産
の
処
分

を
定
め
る
も
の
。

●
竹
原
広
域
行
政
組
合
に
お
い
て
共
同
処

理
し
て
い
る
消
防
事
務
の
廃
止
に
伴
う

事
務
の
承
継

竹
原
広
域
行
政
組
合
に
お
い
て
共
同

処
理
し
て
い
る
消
防
事
務
の
廃
止
に
伴

い
、
当
該
事
務
の
承
継
に
関
し
必
要
な

事
項
を
定
め
る
も
の
。

●
竹
原
市
と
東
広
島
市
と
の
間
に
お
け
る

消
防
事
務
の
事
務
委
託

竹
原
市
か
ら
消
防
事
務
の
委
託
を
受

け
る
こ
と
に
伴
い
、
協
議
し
て
規
約
を

定
め
る
も
の
。

常
任
委
員
会
に

付
託
し
て
可
決
し
た
案
件

●
大
崎
上
島
町
と
東
広
島
市
と
の
間
に
お

け
る
消
防
事
務
の
事
務
委
託

大
崎
上
島
町
か
ら
消
防
事
務
の
委
託

を
受
け
る
こ
と
に
伴
い
、
協
議
し
て
規

約
を
定
め
る
も
の
。

●
広
島
県
市
町
職
員
退
職
手
当
組
合
を
組

織
す
る
地
方
公
共
団
体
の
数
の
増
加
、

共
同
処
理
す
る
事
務
の
変
更
及
び
組
合

規
約
の
変
更

広
島
県
市
町
公
務
災
害
補
償
組
合
が

解
散
し
、
当
該
組
合
に
お
い
て
共
同
処

理
す
る
事
務
を
広
島
県
市
町
職
員
退
職

手
当
組
合
が
引
き
継
ぐ
こ
と
及
び
同
組

合
に
新
た
に
５
団
体
が
加
入
す
る
こ
と

に
伴
い
、組
合
規
約
を
変
更
す
る
も
の
。

〈
反
対
討
論
〉

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
中
止
を
求

め
て
い
る
た
め
、
新
た
に
設
立
さ
れ
る

広
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の

加
入
は
認
め
ら
れ
な
い
。

●
広
島
県
市
町
公
務
災
害
補
償
組
合
の
解
散

広
島
県
市
町
職
員
退
職
手
当
組
合
及

び
広
島
県
市
町
公
務
災
害
補
償
組
合
が

統
合
さ
れ
、
広
島
県
市
町
総
合
事
務
組

合
が
設
立
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
広
島

県
市
町
公
務
災
害
補
償
組
合
を
解
散
す

る
も
の
。

●
広
島
県
市
町
公
務
災
害
補
償
組
合
の
解

散
に
伴
う
財
産
処
分

広
島
県
市
町
公
務
災
害
補
償
組
合
の

解
散
に
伴
い
、
同
組
合
の
財
産
の
処
分

を
定
め
る
も
の
。

●
事
務
分
掌
条
例
の
一
部
改
正

都
市
部
に
新
た
に
市
街
地
整
備
課
を

設
け
る
も
の
。

●
特
別
職
の
職
員
等
の
給
与
、
旅
費
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

選
挙
長
等
の
報
酬
の
額
を
現
行
よ
り

１
０
０
円
ず
つ
引
き
下
げ
る
も
の
。

〈
反
対
討
論
〉

選
挙
に
よ
っ
て
は
開
票
時
間
が
長

く
、
負
担
も
大
き
い
た
め
、
認
め
ら
れ

な
い
。

●
税
条
例
の
一
部
改
正

個
人
の
市
民
税
の
均
等
割
を
納
付
す

る
義
務
が
あ
る
控
除
対
象
配
偶
者
等
に

係
る
当
該
均
等
割
の
税
率
の
軽
減
額
を

現
行
の
50
円
か
ら
１
５
０
０
円
に
引
き

上
げ
る
も
の
。

●
特
別
会
計
条
例
の
一
部
改
正

東
広
島
駅
前
土
地
区
画
整
理
事
業
特

別
会
計
を
廃
止
し
、
並
び
に
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
を
新
た
に
設
置
す
る

と
と
も
に
平
成
22
年
度
を
も
っ
て
老
人

保
健
特
別
会
計
を
廃
止
す
る
も
の
。

〈
反
対
討
論
〉

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
中
止
を
求

め
て
い
る
中
で
、
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
を
新
た
に
設
置
す
る
こ
と
は
認

め
ら
れ
な
い
。

●
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正

新
た
に
介
護
保
険
事
業
者
の
指
定
等

の
申
請
に
係
る
手
数
料
を
徴
収
す
る
と

と
も
に
、
不
動
産
又
は
動
産
に
関
す
る

証
明
に
係
る
加
算
手
数
料
の
額
の
改

定
、
戸
籍
に
関
す
る
無
料
証
明
の
対
象

者
の
追
加
そ
の
他
所
要
の
規
定
の
整
備

を
行
う
も
の
。

〈
反
対
討
論
〉

介
護
保
険
制
度
の
改
正
に
よ
り
、
サ

ー
ビ
ス
提
供
事
業
者
に
対
す
る
報
酬
額

が
引
き
下
げ
ら
れ
て
い
る
中
で
、
新
た

な
負
担
を
求
め
る
こ
と
に
な
る
。

【
文
教
厚
生
委
員
会
付
託
案
件
】

●
後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る
条
例
の
制
定

保
険
料
の
徴
収
や
減
免
に
係
る
申
請

書
の
受
付
な
ど
市
に
お
い
て
行
う
事

務
、
普
通
徴
収
の
方
法
に
よ
っ
て
徴
収

す
る
保
険
料
の
納
期
な
ど
、
そ
の
実
施

に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
。

〈
反
対
討
論
〉

75
歳
以
上
の
人
だ
け
を
一
く
く
り
に

す
る
、
世
界
の
ど
こ
に
も
な
い
制
度
の

創
設
に
は
反
対
で
あ
る
。

〈
賛
成
討
論
〉

地
方
自
治
体
が
法
律
に
逆
ら
う
こ
と

は
で
き
ず
、
本
条
例
を
制
定
し
な
け
れ

ば
、
市
内
に
住
む
こ
の
制
度
の
対
象
者

は
何
の
医
療
制
度
も
受
け
ら
れ
ず
、
無

責
任
な
こ
と
は
で
き
な
い
。

●
教
育
委
員
会
委
員
定
数
条
例
の
制
定

教
育
委
員
会
の
委
員
の
定
数
を
６
人

と
定
め
る
も
の
。
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22市議会だより　第 137 号（平成20年6月1日発行）

●平成１９年度一般会計補正予算（第４号）を可決しました
（総務委員会付託）
補正額　18億9,542万2千円減　　　　補正後の総額　661億3,044万5千円
（主な補正内容）
・ 議会費 （議会及び事務局運営の減） 867万8千円減
・ 総務費 （電算処理システム管理運営の減など） 2億0,137万円000減
・ 民生費 （公立保育所管理運営の減など） 3億1,579万5千円減
・ 衛生費 （最終処分場管理運営の減など） 7,391万1千円減
・ 労働費 （労政一般事業の増） 182万1千円増
・ 農林水産業費 （林道改良事業の減など） 2億7,110万8千円減
・ 商工費 （産業振興会館管理運営事業の増など） 2億0,470万7千円増
・ 土木費 （公共下水道事業特別会計繰出金の減など） 6億6,400万5千円減
・ 消防費 （災害対策事業の減など） 9,048万2千円減
・ 教育費 （中学校大規模改造事業の減など） 2億9,087万8千円減
・ 災害復旧費 （農業用施設補助災害復旧事業の減など） 1億1,371万1千円減
・ 公債費 （長期借入金利子の減など） 7,201万2千円減

●平成１９年度水道事業会計補正予算（第3号）を可決しました（建設委員会付託） 

収入 

支出 

収入 

支出 

収益的収入及び支出 

資本的収入及び支出 

補　正　額 

3,366万9千円増 

112万7千円減 

9億2,303万8千円増 

9億2,077万円 増 

補正後の総額 

43億9,200万円

44億3,644万6千円 

17億8,614万9千円 

28億5,172万8千円 

区　　　分 

●平成１９年度特別会計補正予算を可決しました 

住宅新築資金等貸付事業（1） 

公共下水道事業（2） 

東広島中核工業団地汚水処理施設事業（1） 

原地区工業団地汚水処理施設事業（2） 

志和流通団地汚水処理施設事業（1） 

黒瀬地区工業団地汚水処理施設事業（1） 

河内臨空団地汚水処理施設事業（1） 

農業集落排水事業（1） 

東広島駅前土地区画整理事業（2） 

ひがしひろしま墓園管理事業（1） 

事業勘定 

直営診療施設勘定 

保険事業勘定 

国民健康保険（3） 

介護保険（3） 

補正額（補正内容） 

625万3千円増 

14億 774万9千円増 

368万6千円減 

（財源更正） 

277万2千円増 

（財源更正） 

2,987万円 減 

1,139万5千円減 

8,439万3千円減 

1,021万9千円減 

5億2,308万円 減 

201万2千円減 

3億4,063万4千円減 

補正後の総額 

2,024万5千円 

77億 467万8千円 

1,595万8千円 

677万2千円 

1,406万円 

621万円 

806万5千円 

5億4,497万8千円 

3億3,177万2千円 

2,418万円 

142億4,443万3千円 

6,880万3千円 

95億 931万9千円 

付託委員会 

建設委員会 

市民経済委員会 

建設委員会 

市民経済委員会 

文教厚生委員会 

会計名（補正回数） 

＜反対討論＞
民生費や教育費の減額が大きく、市民生活が厳しい中で、これらの予算は計上すれば、有効に使われる。また、学校
給食のセンター化には反対であり、これに係る予算計上は認められない。



●
老
人
医
療
費
助
成
条
例
等
の
一
部
改
正

老
人
保
健
制
度
が
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
に
移
行
す
る
こ
と
に
伴
い
、
老
人

医
療
費
助
成
条
例
な
ど
５
つ
の
条
例
に

つ
い
て
、
所
要
の
規
定
の
整
備
を
行
う

も
の
。

●
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
一
部
改
正

平
成
18
年
度
及
び
平
成
19
年
度
に
講

じ
た
保
険
料
率
を
引
き
下
げ
る
特
例
措

置
を
、
平
成
20
年
度
に
お
い
て
も
引
き

続
き
行
う
も
の
。

●
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改
正

葬
祭
費
の
額
を
２
万
円
か
ら
３
万
円

に
引
き
上
げ
る
と
と
も
に
、
国
民
健
康

保
険
に
係
る
保
健
事
業
に
特
定
健
康
診

査
及
び
特
定
保
健
指
導
を
加
え
る
も
の
。

●
市
立
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
設
置
条
例
の

一
部
改
正

新
た
に
東
広
島
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
所
要
の
規
定

の
整
備
を
行
う
も
の
。

【
市
民
経
済
委
員
会
付
託
案
件
】

●
専
用
水
道
等
の
設
置
及
び
給
水
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

専
用
水
道
に
浄
水
施
設
を
新
た
に
整

備
し
、
給
水
の
経
路
を
変
更
す
る
こ
と

に
伴
い
、
給
水
区
域
、
給
水
人
口
及
び

１
日
最
大
給
水
量
を
改
定
す
る
と
と
も

に
、所
要
の
規
定
の
整
備
を
行
う
も
の
。

●
農
畜
産
物
の
加
工
所
、
直
売
所
及
び
集
出

荷
施
設
設
置
及
び
管
理
条
例
の
一
部
改
正

農
畜
産
物
の
加
工
所
、
直
売
所
及
び
集

出
荷
施
設
に
お
い
て
、
施
設
の
利
用
に
係

る
料
金
を
指
定
管
理
者
が
収
入
と
し
て

収
受
す
る
利
用
料
金
制
度
を
導
入
す
る

と
と
も
に
、
当
該
施
設
の
利
用
の
公
平
を

確
保
す
る
た
め
の
料
金
の
改
定
そ
の
他

所
要
の
規
定
の
整
備
を
行
う
も
の
。

●
財
産
の
無
償
譲
渡

産
業
振
興
会
館
の
建
物
、
附
属
設
備

及
び
備
品
、
関
連
す
る
土
地
を
東
広
島

商
工
会
議
所
に
無
償
で
譲
渡
す
る
も
の
。

〈
反
対
討
論
〉

公
的
財
産
で
あ
る
以
上
、
無
償
で
の

譲
渡
に
は
賛
成
で
き
ず
、
ま
た
、
商
工
会

議
所
以
外
が
使
用
し
た
際
の
使
用
料
な

ど
を
都
市
整
備
基
金
に
積
み
立
て
た
額

の
相
当
額
を
、
一
般
会
計
か
ら
補
助
金

と
し
て
提
供
す
る
こ
と
も
問
題
が
あ
る
。

〈
賛
成
討
論
〉

譲
渡
に
よ
り
、
建
物
の
修
繕
な
ど
の
負

担
が
軽
く
な
る
と
同
時
に
、
商
工
会
議
所

か
ら
の
寄
附
金
に
よ
り
建
設
さ
れ
た
施

設
で
あ
る
以
上
、
無
償
で
譲
渡
す
る
の
は

当
然
で
あ
る
。
商
工
会
議
所
に
無
償
譲
渡

す
る
こ
と
に
よ
り
、
本
市
の
さ
ら
な
る
経

済
効
果
を
生
む
も
の
と
確
信
し
て
い
る
。

●
産
業
振
興
会
館
設
置
及
び
管
理
条
例
の

廃
止産

業
振
興
会
館
の
譲
渡
に
伴
い
、
産

業
振
興
会
館
設
置
及
び
管
理
条
例
を
廃

止
す
る
も
の
。

〈
反
対
討
論
〉

産
業
振
興
会
館
の
譲
渡
に
反
対
で
あ

る
た
め
、条
例
の
廃
止
も
反
対
で
あ
る
。

●
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
施
設
設
置
及
び
管

理
条
例
の
一
部
改
正

一
般
国
道
１
８
５
号
安
芸
津
バ
イ
パ

ス
の
整
備
に
伴
い
、
中な

か

之の

村む
ら

集
会
所
の

位
置
を
変
更
す
る
も
の
。

【
建
設
委
員
会
付
託
案
件
】

●
市
道
の
路
線
の
廃
止

県
道
の
改
良
工
事
の
完
成
及
び
土
地

改
良
事
業
の
完
了
に
伴
い
、
起
点
、
終

点
を
変
更
す
る
必
要
が
生
じ
た
24
路
線

及
び
他
の
路
線
に
統
合
す
る
２
路
線
を

廃
止
す
る
も
の
。

●
市
道
の
路
線
の
認
定

一
般
国
道
３
７
５
号
の
改
良
、
土
地

改
良
事
業
の
完
了
な
ど
に
伴
い
、起
点
、

終
点
を
変
更
し
た
路
線
並
び
に
新
設
道

路
等
43
路
線
を
一
般
交
通
の
用
に
供
す

る
た
め
、市
道
と
し
て
認
定
す
る
も
の
。

●
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定

東
広
島
運
動
公
園
の
管
理
を
行
う
指

定
管
理
者
と
し
て
、
ポ
ラ
ー
ノ
グ
ル
ー

プ
東
広
島
を
指
定
す
る
も
の
。

〈
反
対
討
論
〉

正
規
雇
用
の
契
約
が
き
ち
ん
と
交
わ

さ
れ
て
い
な
い
。

●
委
託
契
約
の
変
更

安
芸
津
町
公
共
下
水
道
根
幹
的
施
設

の
建
設
工
事
委
託
に
関
す
る
基
本
協
定

に
つ
い
て
、
契
約
金
額
を
３
億
３
５
８

万
円
減
額
し
変
更
す
る
も
の
。

変
更
後
の
契
約
金
額

16
億
４
６
４
２
万
円

●
委
託
契
約
の
変
更

東
広
島
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
建
設
工
事

委
託
に
関
す
る
基
本
協
定
に
つ
い
て
、

契
約
金
額
を
３
億
８
８
５
０
万
円
減
額

し
変
更
す
る
も
の
。

変
更
後
の
契
約
金
額

16
億
１
１
５
０
万
円

●
委
託
契
約
の
変
更

東
広
島
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
建
設
工
事

委
託
に
関
す
る
基
本
協
定
に
つ
い
て
、

契
約
金
額
を
３
億
９
７
０
０
万
円
減
額

し
変
更
す
る
も
の
。

変
更
後
の
契
約
金
額

９
億
９
３
０
０
万
円

●
産
業
団
地
汚
水
処
理
施
設
設
置
及
び
管

理
条
例
の
一
部
改
正

黒
瀬
地
区
工
業
団
地
汚
水
処
理
施
設

に
排
除
さ
れ
た
汚
水
１
裙
当
た
り
の
使

用
料
を
、４
２
０
円
に
改
定
す
る
も
の
。

●
都
市
計
画
事
業
東
広
島
駅
前
土
地
区
画

整
理
事
業
施
行
条
例
の
廃
止

土
地
区
画
整
理
事
業
の
完
了
に
伴

い
、
東
広
島
都
市
計
画
事
業
東
広
島
駅

前
土
地
区
画
整
理
事
業
施
行
条
例
を
廃

止
す
る
も
の
。
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●
公
共
下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

公
共
下
水
道
事
業
の
受
益
者
負
担
金

等
を
完
納
し
な
い
者
に
対
し
て
督
促
状

を
発
し
、
そ
の
者
が
、
な
お
指
定
期
限

ま
で
に
受
益
者
負
担
金
等
や
延
滞
金
を

完
納
し
な
い
と
き
は
、
国
税
滞
納
処
分

の
例
に
よ
り
滞
納
処
分
を
行
う
も
の
。

●
自
転
車
駐
車
場
設
置
及
び
管
理
条
例
の

一
部
改
正

自
転
車
駐
車
場
に
放
置
さ
れ
て
い
る

自
転
車
等
を
保
管
場
所
に
移
動
し
、
保

管
す
る
と
と
も
に
、
返
還
す
る
た
め
に

必
要
な
措
置
を
講
じ
る
も
の
。

●
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推
薦
に
つ

き
意
見
を
求
め
る
こ
と

東
広
島
市
黒
瀬
町
楢
原
１
１
０
０
番
地
19

吾あ

郷ご
う

強
つ
と
む

東
広
島
市
安
芸
津
町
大
田
８
８
２
番
地

宮み
や

尾お

み
ど
り

●
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選

任
の
同
意

東
広
島
市
志
和
町
志
和
東
１
７
４
３
番
地

里
川

さ
と
か
わ

武
幸

た
け
ゆ
き

委
員
会
へ
の
付
託
を
省
略
し
て

可
決
し
た
案
件

●
道
路
特
定
財
源
諸
税
に
お
け
る
暫
定
税

率
等
の
延
長
に
関
す
る
意
見
書
の
提
出

道
路
特
定
財
源
は
、
受
益
者
負
担
の

原
則
の
も
と
、
遅
れ
て
い
る
道
路
整
備

を
強
力
に
推
進
す
る
た
め
、
暫
定
税
率

を
導
入
し
て
ま
で
必
要
額
を
確
保
し
て

い
る
。
し
か
し
、
本
年
３
月
に
期
限
切

れ
を
迎
え
る
暫
定
税
率
が
延
長
さ
れ
な

け
れ
ば
、
道
路
整
備
へ
の
支
障
は
も
と

よ
り
、
地
方
財
政
へ
重
大
な
影
響
を
及

ぼ
す
こ
と
と
な
る
。

よ
っ
て
、
国
に
対
し
、
租
税
特
別
措

置
法
な
ど
の
改
正
手
続
き
を
年
度
内
に

確
実
に
実
施
し
て
道
路
特
定
財
源
に
関

す
る
関
係
諸
税
の
暫
定
税
率
を
延
長
す

る
と
と
も
に
、
地
方
道
路
整
備
臨
時
交

付
金
制
度
の
継
続
を
求
め
る
意
見
書
の

提
出
を
求
め
る
も
の
。

〈
反
対
討
論
〉

道
路
特
定
財
源
制
度
は
、
現
在
の
事

情
に
は
合
わ
ず
、
ま
た
、
地
方
分
権
を

掲
げ
る
一
方
で
、
暫
定
税
率
の
維
持
を

求
め
る
こ
と
は
矛
盾
し
て
い
る
。

国
民
の
理
解
が
得
ら
れ
ず
、
国
も
納

税
者
の
理
解
を
得
る
た
め
の
努
力
を
し

て
い
る
と
は
思
え
な
い
。

特
定
財
源
を
一
般
財
源
化
し
て
、
福
祉

や
環
境
施
策
に
も
充
て
る
べ
き
で
あ
る
。

〈
賛
成
討
論
〉

新
市
の
一
体
感
の
醸
成
に
は
、
早
期

の
道
路
整
備
が
不
可
欠
で
あ
る
。

本
市
内
に
も
、
消
防
・
救
急
自
動
車

が
入
る
こ
と
が
で
き
な
い
地
域
が
多

く
、暫
定
税
率
の
延
長
は
必
要
で
あ
る
。

●
保
険
で
よ
り
良
い
歯
科
医
療
の
実
現
を

求
め
る
意
見
書
の
提
出

《
文
教
厚
生
委
員
会
付
託
》

歯
科
医
療
で
は
、
歯
科
診
療
報
酬
が

抑
制
さ
れ
て
い
る
た
め
、
保
険
給
付
範

囲
が
年
々
減
少
し
て
い
る
。
ま
た
、
歯

科
で
は
過
去
30
年
に
わ
た
り
、
新
し
い

治
療
法
が
保
険
の
対
象
外
で
あ
る
。
こ

れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
歯
科
医
師
、
歯
科

衛
生
士
、
歯
科
技
工
士
の
労
働
環
境
も

厳
し
く
な
り
、
将
来
の
歯
科
医
療
の
確

保
さ
え
危
ぶ
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
放

置
す
れ
ば
、
国
民
の
健
康
維
持
に
支
障

を
き
た
し
、
国
民
医
療
費
の
増
加
に
も

つ
な
が
る
。

よ
っ
て
、「
患
者
の
窓
口
負
担
の
軽

減
」、「
保
険
で
の
十
分
な
歯
周
病
の
治

療
や
管
理
」、「
保
険
を
利
用
し
て
の
よ

く
噛
め
る
入
れ
歯
の
作
製
」、「
安
全
で

普
及
し
て
い
る
歯
科
医
療
技
術
の
速
や

か
な
保
険
適
用
」
を
求
め
る
意
見
書
の

提
出
を
求
め
る
も
の
。

〈
委
員
会
で
の
賛
成
討
論
〉

食
べ
る
と
い
う
こ
と
は
人
の
健
康
に

と
っ
て
大
事
な
こ
と
で
あ
り
、
医
療
費

削
減
に
も
つ
な
が
る
た
め
、
歯
科
医
療

は
充
実
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

●
日
時
／
１
月
31
日
〜
２
月
１
日

●
視
察
地
／
敦
賀
市
・
明
石
市

福
井
県
敦
賀
市
で
は
、
防
災
セ
ン
タ
ー

を
地
域
防
災
計
画
に
基
づ
く
災
害
対
策
拠

点
と
し
て
位
置
づ
け
、
災
害
発
生
時
に
お

け
る
迅
速
な
初
動
体
制
の
確
立
を
目
的
に

建
設
さ
れ
た
「
消
防
防
災
館
の
建
設
」
に

つ
い
て
、
兵
庫
県
明
石
市
で
は
、
阪
神
・

淡
路
大
震
災
を
契
機
に
「
災
害
に
強
く
、

ひ
と
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指

し
、
最
新
鋭
の
消
防
救
急
シ
ス
テ
ム
や
訓

練
用
プ
ー
ル
を
備
え
た
「
消
防
庁
舎
」
に

つ
い
て
、
ま
た
、
市
民
防
災
の
学
習
拠
点

や
地
域
防
災
活
動
や
災
害
対
策
支
援
の
拠

点
と
し
て
整
備
さ
れ
た「
防
災
セ
ン
タ
ー
」

に
つ
い
て
の
行
政
視
察
を
行
っ
た
。

こ
れ
ら
視
察
し
た
事
業
を
参
考
と
し

て
、
本
市
の
今
後
の
施
策
に
生
か
し
て
い

き
た
い
。

総
務
委
員
会
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